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本書は，地域に親しまれ，地域貢献をしている民間施設として，「中高年
の地域拠点」，いわゆる地域のたまり場に関する調査研究（2006 年４月
～９月実施）を行っている．「たまり場」と一口にいっても地域によって
様々な捉え方があるが，公的施設以外の民間施設，特に自宅開放の可能
性を提示している． 
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